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都
本
部
は
公
共
サ
ー
ビ
ス

と
、
公
務
職
場
で
働
く
労
働
者

の
重
要
性
と
存
在
価
値
を
さ
ら

に
社
会
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
、

春
闘
期
に
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
に

も
っ
と
投
資
を
！
」
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
展
開
し
て
き
た
。
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
、
秋
葉
原
駅
前

（
3
月
10
日
）
や
日
暮
里
駅
前

（
3
月
22
日
）
に
お
い
て
、
街

頭
で
の
演
説
に
加
え
て
、
公
務

職
場
で
働
く
労
働
者
の
映
像
を

流
す
な
ど
し
、
行
き
交
う
人
た

ち
に
「
あ
た
り
前
の
日
常
を
守

る
た
め
に
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

記
載
し
た
除
菌
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
を
配
布
す
る
な
ど
、
ア

ピ
ー
ル
行
動
の
浸
透
や
広
が
り

を
意
識
し
て
進
め
た
。

感
染
症
の
蔓
延
や
少
子
・
超

高
齢
化
が
加
速
し
、
社
会
情
勢

が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
、
私

た
ち
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す

る
労
働
者
の
業
務
内
容
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
多
様
化
・
複
雑

化
し
業
務
量
も
増
加
し
て
い

る
。
し
か
し
、
国
が
推
し
進
め

て
き
た
行
財
政
改
革
に
よ
る
人

員
削
減
に
よ
っ
て
、
地
方
公
務

員
総
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
増
加
し
て
い
る
職
種
は

「
警
察
」、「
消
防
」、「
福
祉
」

な
ど
に
限
ら
れ
て
お
り
、
依
然

と
し
て
多
く
の
職
場
で
は
業
務

量
に
見
合
っ
た
人
員
配
置
が
さ

れ
ず
、
長
時
間
労
働
が
続
い
て

い
る
。
そ
の
た
め
多
く
の
職
員

が
疲
弊
し
、
働
き
甲
斐
や
希
望

を
失
い
退
職
に
追
い
込
ま
れ
て

い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
ま

た
、
そ
う
し
た
状
況
か
ら
入
庁

し
て
間
も
な
い
若
年
層
の
退
職

も
増
加
し
、
職
場
で
は
さ
ら
に

深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
2
0

2
3
春
闘
の
結
果
か
ら
も
、
年

度
当
初
か
ら
欠
員
が
発
生
す
る

自
治
体
も
散
見
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
な

か
、
常
勤
職
員
の
代
替
え
と
し

て
非
常
勤
職
員
が
多
く
雇
用
さ

れ
、
全
国
で
は
約
49
・
4
万
人

の
非
常
勤
職
員
（
会
計
年
度
任

用
職
員
）
が
常
勤
職
員
と
同
様

に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て

い
る
。
ま
た
、
都
内
で
は
職
員

の
半
数
が
非
常
勤
職
員
と
い
う

自
治
体
も
存
在
し
、
そ
の
処
遇

は
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
へ

移
行
し
た
も
の
の
、
依
然
と
し

て
低
位
に
置
か
れ
平
均
年
収
は

3
0
0
万
円
以
下
、
雇
用
も
不

安
定
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

4
月
26
日
、
参
議
院
本
会
議

に
お
い
て
会
計
年
度
任
用
職
員

へ
の
勤
勉
手
当
支
給
を
可
能
と

す
る
改
正
地
方
自
治
法
が
可
決

成
立
し
た
。
今
後
、
自
治
体
に

お
け
る
早
期
の
条
例
改
正
が
求

め
ら
れ
る
。
安
心
・
安
全
で
質

の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
は
業
務
量
に
見
合
っ
た
人

員
、
処
遇
改
善
、
す
な
わ
ち
公

共
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
投
資
が

必
要
だ
。

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も
っ
と
投
資
を
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

業
務
量
に
見
合
っ
た
人
員
配
置
と
労
働
条
件
の
改
善
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
か
ら
3
年
が
経
過
し

た
。
こ
の
間
、
自
治
労
組
合
員

は
地
域
医
療
・
保
健
衛
生
、
清

掃
、
学
校
、
介
護
、
公
共
交
通

な
ど
住
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を

支
え
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
維
持

す
る
た
め
日
夜
献
身
的
に
奮
闘

し
て
き
た
。

し
か
し
2
0
0
0
年
代
の

「
構
造
改
革
」
や
「
集
中
改
革

プ
ラ
ン
」、
近
年
で
は
「
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
」
や
「
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
改
革
」
等
に
よ
り

公
務
職
場
で
は
大
幅
な
人
員
削

減
が
強
行
さ
れ
て
き
た
。
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
各
職
場
で
は
慢

性
的
な
人
員
不
足
に
陥
り
、

「
人
が
足
り
な
い
」、「
休
み
が

と
れ
な
い
」
等
の
組
合
員
の
悲

痛
な
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
職
場
の
疲
弊
と
と
も
に
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
脆
弱
性
が
明
ら

か
と
な
り
、
今
ま
さ
に
必
要
な

の
は
、
非
常
時
に
お
い
て
も
サ

ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
向
上
が
可

能
な
人
員
配
置
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
こ
そ
が
住
民
の
「
当
た
り

前
の
日
常
」
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
り
、
職
場
を

守
り
、
安
定
的
な
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
体
制
を
強
く
求
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

都
本
部
で
は
春
と
秋
の
2
回

に
わ
た
り
、
現
業
・
非
現
業
の

枠
を
超
え
た
人
員
確
保
闘
争
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
回
の
第

一
次
闘
争
に
お
い
て
年
度
当
初

に
お
い
て
す
で
に
欠
員
を
抱
え

て
い
る
職
場
に
お
い
て
は
、
常

勤
職
員
に
よ
る
早
急
な
欠
員
補

充
を
確
約
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
長
時
間
労
働
が
常

態
化
し
て
い
る
職
場
の
解
消
、

人
事
の
滞
留
を
防
ぐ
た
め
、
定

年
引
上
げ
と
な
る
中
で
も
改
正

地
方
公
務
員
法
の
附
帯
決
議
に

基
づ
く
、
計
画
的
な
新
規
採
用

を
求
め
、
現
場
で
働
く
私
た
ち

の
視
点
か
ら
、
2
0
2
4
年
度

人
員
体
制
の
確
保
に
む
け
て
交

渉
を
強
化
す
る
。
さ
ら
に
全
単

組
が
基
準
日
に
む
け
交
渉
を
進

め
、
内
容
を
共
有
化
す
る
こ
と

で
、
人
員
確
保
は
も
と
よ
り
賃

金
・
労
働
安
全
衛
生
等
の
労
働

条
件
の
低
位
平
準
化
を
跳
ね
返

し
て
い
く
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
り
、
こ
の
こ
と
こ
そ
が
統
一

闘
争
の
意
義
で
あ
る
。

現
業
職
場
に
お
い
て
は
、
新

規
採
用
を
最
重
要
課
題
と
捉

え
、
来
年
度
に
お
け
る
採
用
実

施
の
確
認
、
ま
た
採
用
が
再
開

し
て
い
な
い
単
組
で
は
秋
の
第

二
次
闘
争
に
む
け
て
「
現
業
職

の
あ
り
か
た
」
に
つ
い
て
具
体

的
協
議
を
約
束
さ
せ
る
等
、
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

6
月
16
日
の
統
一
行
動
日
に

む
け
て
、
安
全
・
安
心
で
質
の

高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す

る
た
め
、
都
本
部
も
そ
の
先
頭

に
立
っ
て
全
力
で
た
た
か
う
。

「
人
が
足
り
な
い
」「
休
み
が
と
れ
な
い
」

常
勤
職
員
に
よ
る
早
急
な
欠
員
補
充
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
見
直
さ
れ
、
5
月
8
日

よ
り
現
在
の
2
類
か
ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
5
類
へ
移
行
す
る
。
一
方
で
自

治
体
職
員
は
引
き
続
き
住
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
業
務
遂
行
が
求
め
ら
れ
る
。

都
本
部
は
5
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
2
0
2
3
人
員
確
保
闘
争
・
現
業
統
一
闘
争
（
第
一

次
）」
に
お
い
て
、
賃
金
や
労
働
安
全
衛
生
、
長
時
間
労
働
の
是
正
な
ど
、
現
業
、
非
現
業

の
枠
を
超
え
た
交
渉
を
進
め
、
必
要
な
人
員
確
保
を
求
め
て
い
く
。

▲昨年の都本部現業統一闘争（第2次闘争）総決起集会（10／4）の様子

闘争スケジュール
・要求書の提出ゾーン

5月22日（月）～6月8日（木）
・回答指定日 6月9日（金）
・交渉ゾーン

6月9日（金）～6月15日（木）
・統一行動日 6月16日（金）

▲秋葉原駅前での街頭宣伝の様子（3／10）。アピール記載のウェットティッシュを配布

ゴ
ル
フ
を
始
め

た
子
ど
も
達
と
の

接
点
を
求
め
、
人

生
2
度
目
の
マ
イ

チ
ャ
レ
ン
ジ
。
1

度
目
は
バ
ブ
ル
真

っ
只
中
も
ゴ
ル
フ
ブ
ー
ム
に

は
乗
り
切
れ
な
か
っ
た
▼
1

9
0
1
年
、
日
本
で
初
め
て

の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
が
建
設
さ

れ
て
以
降
、
男
子
プ
ロ
ゴ
ル

フ
界
は
確
実
に
歩
を
進
め
た

が
、
女
子
ゴ
ル
フ
界
は
社
会

的
背
景
か
ら
男
子
並
み
の
ポ

ピ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
ー
を
獲
得
で

き
ず
、
プ
ロ
誕
生
は
男
子
か

ら
遅
れ
る
こ
と
47
年
目
。
2

0
2
2
年
、
国
内
の
ゴ
ル
フ

人
口
は
約
6
5
0
万
人
、
男

女
比
は
8
：
2
で
、
依
然
、

男
性
が
圧
倒
的
優
位
を
占
め

る
が
、
近
年
の
女
子
プ
ロ
ゴ

ル
フ
ァ
ー
の
活
躍
は
目
覚
し

い
▼
女
性
に
は
政
治
的
差
別

に
よ
り
様
々
な
機
会
を
奪
わ

れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
現

代
で
は
男
女
が
公
平
に
活
躍

で
き
る
社
会
が
築
か
れ
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
未
だ
、
潜

在
的
差
別
に
は
気
づ
き
に
く

い
。
ま
ず
は
男
女
不
平
等
の

歴
史
や
現
在
の
課
題
に
つ
い

て
学
び
、
そ
し
て
ど
う
し
て

い
く
べ
き
か
考
え
た
い
▼
誰

も
が
気
軽
に
プ
レ
ー
で
き
る

時
代
に
な
っ
た
今
、
私
は
子

ど
も
達
に
追
い
つ
き
、
コ
ー

ス
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
べ

く
、
練
習
に
励
む
日
々
で
あ

る
。

（
佐
伯
）

東奔西走

2023人員確保闘争・現業統一闘争
（第一次）

2023人員確保闘争・現業統一闘争
（第一次）
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